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o嵩熟篭o
『???????
・修旋人雇
螺
　　イーン」第一刑事地方裁
　　判所陪審法廷の見取圖
　　を掲ぐるo
卿　　　圖にイ衣つて明力・なる
11
　　が如く、判事席に向つ・
纏て右方が書記離に陪
卓　　審員席にて、陪審員席　　は四名宛参列の階段座
ゑ
　　席となり、又、向つて
　　左方には槍事席拉に辮
帝 護士席が順次相拉んで
居る。傍雛席は階段式
である。
　制事席は、我國の如
28 陪審制度と其公鋼の機微
く無嗜に高くなく、約二尺位にて、判事の貌は起立せる被告と殆んど
水李である。書記席、検事席並に辮護士席も、判事席と同高にて左右
に卓を拉ぶる。其構造に差別がない。
　此法廷に比すれば、我國の新設の陪審法廷は、敦れも鯨りに官僚式
である。何故に辮護士にのみ辮論席を設けたるや全く理解に苦しむo
叉判事席も、今日の如くに高からしむる必要はない。況んや、判事、
検事の勤等上検事の席を引下け難しとて、辮護士席迄高窒に引上ぐる
に至つては、時勢に逆行するも亦甚だしい。辮護士自身も、迷惑至極
のこと・考へる。一龍、判事席・検事席を高く被告席を眼下に見下す
は、糺問圭義時代の遺物である。有罪の判決ある迄は、被告人と難も
良民たるの推定を有する。人穫を箪重する現代の法廷としては、裁判
所、検事、辮護士が、三位一艦の司法機關として、被告人と隔てなく
審理を進め行ふを理想とする。此意昧に於て、PヴィーンJ陪審法廷の
構造は、最も我意を得て居る。我司法省が、か・る設計を探用する迄
に民衆化するの日、果して何時に來るであらうか。
　本稿は、第三巻に掲載すべく執筆せしものにて、編輯の都合上、本
巻に狸しナニのである。本稿の校正畢る頃より、籔圓に亙り、辮護士塚
崎直義氏の「填地利ヴィーンに於ける陪審裁制傍謙記」が、法律新報に
連載せられた（大正十五年九月十五日叢行第八六號以下）。本稿に之れ
を参照し得ざりしを遺憾とする。
